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調査対象者数（３年生） 66 13 79
調査対象者数（４年生） 16  4 20
欠席・無回答及び不備者数（３年生）  2  1  3
欠席・無回答及び不備者数（４年生）  7  0  7





























































































































































































































































n=4評価 1 評価 2 評価 3 評価 4
評価 1 評価 2 評価 3 評価 4
評価 1 評価 2 評価 3 評価 4
評価 1 評価 2 評価 3 評価 4
評価 1 評価 2 評価 3 評価 4
評価 1 評価 2 評価 3 評価 4
評価 1 評価 2 評価 3 評価 4











































































































































































































































































事前 40.6 51.6 25.1 23.5 36.0 29.7（%）
事後 85.9 86.0 71.8 75.0 87.5 81.3
３年生男性（n=12）
事前 25.0 91.7 33.3 33.3 25.0 33.3
事後 66.6 83.3 83.3 66.7 75.0 83.3
４年生女性（n=9）
事前 66.7 77.8 66.7 55.5 44.4 66.7
事後 88.9 100.0 88.9 66.7 66.7 66.7
４年生男性（n=4）
事前 50.0 50.0 75.0 50.0 25.0 25.0


























































































































































事前 40.6 51.6 25.1 23.5 36.0 29.7（%）
事後 85.9 86.0 71.8 75.0 87.5 81.3
３年生男性（n=12）
事前 25.0 91.7 33.3 33.3 25.0 33.3
事後 66.6 83.3 83.3 66.7 75.0 83.3
４年生女性（n=9）
事前 66.7 77.8 66.7 55.5 44.4 66.7
事後 88.9 100.0 88.9 66.7 66.7 66.7
４年生男性（n=4）
事前 50.0 50.0 75.0 50.0 25.0 25.0
事後 75.0 100.0 100.0 75.0 100.0 100.0
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Ⅴ　結論と今後の課題
　本研究では、淑徳大学の３年生及び４年生が臨
地実習と事前事後学習の位置づけである総合演習
の評価について、ルーブリックの評価規準である
コミュニケーション力、課題設定・解決力、知識
と学習の統合力、職業観の４項目で、学生の８割
以上が評価規準の３または４と評価し、臨地実習
における学修成果は向上が認められたことが明ら
かになった。
　このことは、「管理栄養士過程における臨地実
習　ルーブリック」による評価を実習前後で実施
することで、臨地実習の教育効果が可視化できた
と捉えられる。ルーブリックによる評価は臨地実
習の教育効果についてカリキュラムの改善等の目
的として導入できるが、今回の結果ではその目的
には及ばなかったことから管理栄養士課程の臨地
実習を臨床栄養分野、給食経営管理分野、公衆栄
養分野別に評価するなど事前事後評価のタイミン
グの検討及び個別面談等の実施により学生個人の
評価をより詳細に分析、そして、臨地実習施設及
び指導者による指導方法や評価との差異を明らか
にする等、今後の課題としたい。
　また、この「管理栄養士課程における臨地実習　
ルーブリック」による評価は、大学及び教員側の
評価規準を測るものであることから、学生自身の
満足度や到達感など学生がこの臨地実習に何を期
待してどのくらい満足したのか、また到達感を得
ることができたかなどの学生側の評価規準は明ら
かにならなかった。このことについては渡邉らも
課題として挙げていることから（渡邉，2019）、
今回の研究における対象学生の卒業時の満足度、
就職後の満足度や定着率などに関する追跡研究を
行いその結果をルーブリックそのものの評価に反
映させるという将来の展開も視野に入れて次の４
つについて今後の課題とし取り組んでいきたい。
（1）評価規準の情報活用力と主体性を持って臨む
態度の獲得について、事前事後学習にあたる
総合演習を中心にアクティブ・ラーニングを
取り入れたカリキュラムの検討
（2）各授業のルーブリックによる学修成果を明確
にするとともに、学修成果を獲得したことと
～75.0％、３年生の男性は主体性以外の５項目（コ
ミュニケーション力、課題設定・解決力、情報活
用力、知識と情報の統合力、職業観）66.6～75.0
％と評価している割合が高かったことから、実習
前の到達度は低い傾向であった。また、４年生女
性は、知識と情報の統合力以外の５項目（主体性、
コミュニケーション力、課題設定・解決力、情報
活用力、職業観）で評価規準１または２と評価し
ている割合が22.2～55.5％と３年生より評価が高
くなったが、いずれも臨地実習での学びや体験に
より事後評価では評価規準が１段階から２段階上
昇していたことから、学外実習での実戦能力を培
う機会は管理栄養士として貴重な機会であったこ
とは認められるが、より多くの知識や技術を体得
するための準備として事前授業である総合演習の
内容及び進め方についてさらに充実、検討する必
要があると思われる。また、臨地実習における指
導者からの評価として時折、学生の取り組み方が
やや消極的であることを指摘されることがある
が、このルーブリックによる自己評価において主
体性の項目の伸びが少ない傾向が見られたことか
ら、学外の指導者からの評価を真摯に受け止め、
主体性の評価が低い学生の力と自信を育てる学習
方法として、現在導入しているアクティブ・ラー
ニングを取り入れた授業についてより効果的な方
法の工夫と導入を、そして学生が能動的に取り組
む環境整備を図りたいと考える。
　今回の研究では、単純集計によるルーブリック
による実習前後の自己評価の伸びを全体として分
析した結果、３年生及び４年生の女子で、事後評
価の評価規準が事前評価のそれより低く評価した
学生が数名存在していた。このことについて考察
すれば、臨地実習に臨み現役の管理栄養士の活動
や他大学の学生との交流等を体験したことで、事
前の自己を振り返り到達すべき力の設定目標を高
くしたことにより、事後の評価が事前評価より低
くなったのではないかと考えられ、この評価は評
価規準の後退ではなくむしろ今後の「伸びしろ」
として期待できることと捉えたい。いずれにしろ
学生が将来管理栄養士として実際の業務を体験
し、自身が社会で活躍できる見通しと自信に繋が
っていく機会となることが重要と考える。
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